
■北海学園大が北海道大下し３連勝。道学生選手権第６節 

第５１回北海道学生アメリカンフットボール選手権第６節は９月２８日、札
幌市円山競技場で１部の２試合を行い、帯広畜産大が３４－１４で東京農業大
に勝ち、北海学園大は１３－７で北海道大を下した。帯広畜産大は１勝１分け
２敗、東京農業大は４敗、北海学園大は３勝、北海道大は２勝１敗となった。
第７節は１０月５日、札幌市円山競技場で１部の釧路公立大－北海道大（午前
１０時開始）、北海学園大－室蘭工業大（午後１時開始）を行う。 

前年５位の東京農業大と同６位の帯広畜産大は、帯広畜産大がＷＲ桂田陽向
（４年）の３ＴＤキャッチなどで逆転勝ちした。帯広畜産大は第１Ｑ１０分に
ＲＢ安澤十野（３年）の５ヤードランで先制。東京農業大に一時逆転を許す
が、第３Ｑ４分にＲＢ安澤の２本目のＴＤランで１４－１４の同点に追いつく
と、同１０分にはＱＢ穐山偉月（２年）からＷＲ桂田への２４ヤードパスで２
１－１４と勝ち越し。第４Ｑにも５分と８分にＱＢ穐山からＷＲ桂田へ２８
ヤード、３９ヤードの連続ＴＤパスが決まり、突き放した。 

東京農業大は、７点を追う第２Ｑ開
始直後にＲＢ若井純太（３年）の４７
ヤードランと、同１０分のＤＢ嶋津慶
二（３年）の２２ヤードインターセプ
トリターンＴＤで１４－７と逆転した
が、後半は帯広畜産大のラン攻撃に試
合の主導権を握られ 、再逆転を許し
た。 

帯広畜産大の鏡順之助監督は「ハー
フタイムで気持ちを仕切り直した。エー
スレシーバーの桂田にＴＤを取らせる
ことができて良かった。守備で耐え抜
く力が付いた。次も何とかして勝ちた
い」と言葉を弾ませた。３ＴＤのＷＲ
桂田は「後半、負けている場面でＴＤ
を取り、チームのギアを上げられた。
ＱＢ穐山も自信を付けられたと思う。
最終戦もＴＤを取りたい」と決意し
た。 



２連勝同士の顔合わせとなった北海学園大と北海道大の対戦は、北海学園大
が劇的な逆転ＴＤで無敗を守った。北海学園大は０－７の第３Ｑ１１分、ＱＢ
成田滉佑（４年）の２６ヤードランで７－７の同点に追いつくと、第４Ｑ６分
にＦＧ狙いのプレーが崩れ、急きょパス攻撃に切り替えてＱＢ松平悠杜（２
年）がエンドゾーンのＲＢ加藤真之助（４年）へ２０ヤードＴＤパスを決めて
勝ち越した。 

北海道大は第３Ｑ９分、ＲＢ下島圭太郎（３年）の４ヤードランで先制した
が、その後は要所でパスインターセプトされるなどで追加点を奪えなかった。 

北海学園大の高木幸樹ＨＣは「勝ち越しＴＤはＱＢがよく投げた。今日は守
備が頑張った」と、接戦を制した選手たちをたたえた。決勝パスを投げたＱＢ
松平は「パスはとっさのプレーだった。加藤さんがエンドゾーンで空いている
のが見えたので、頼みますという感じで浮かせたパスを投げた」と殊勲のシー
ンを振り返った。 

（学連広報委員　塚田博）


